
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
ま
さ
か
だ
ろ 

ま
さ
か
が
当
た
る 

貧
乏
ク
ジ
）
（
仕
事
中 

取
ら
な
い
電
話 

取
る
携
帯) 

（｢

何
食
べ
る
？｣

 

何
が
あ
る
の
か 

先
に
言
え
）
（
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ 

入
っ
て
注
文 

わ
し
コ
ー
ヒ
ー
）

い
。
委
員
の
協
力
を
お
願

い
し
た
い｣

旨
の
挨
拶
を

述
べ
た
。

委
員
会
に
は
、
地
協
四

役
か
ら
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員

会
を
所
管
す
る
火
山
副
議

長(

国
民
市
民
Ｓ
Ｊ
担
当)

と
横
澤
副
議
長(
政
策
福

祉
担
当)

、
小
林
事
務
局

長
の
３
名
が
出
席
し
た
。

委
員
会
で
は
、
総
会
以

降
の
地
協
幹
事
会
な
ど
の

参
加
報
告
を
確
認
し
た
。

次
に
、
委
員
会
の
役
員
連

絡
体
制
と
各
委
員
の
任
務

分
担
を
再
確
認
し
た
。

続
く
審
議
事
項
で
は
、

２
月
21
日(

金)

に｢

労
働

相
談
か
ら
働
き
方
を
考
え

る(

仮
題)｣

と
し
て
、
連

合
新
潟
小
島
副
事
務
局
長

を
講
師
に
開
催
す
る｢

ユ
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会
の
開
催
に
あ
た
り
、
石

塚
委
員
長
は｢

一
年
間
活

発
な
活
動
を
し
て
い
き
た

連
合
中
越
青
年
女
性
委

員
会(

愛
称
・
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ

ト
委
員
会
）
第
２
回
委
員

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

取
り

12
万
円
だ
。
住
宅

ロ
ー
ン
５
万
円
が
あ
っ
て

生
活
が
厳
し
い
。
法
的
に

お
か
し
く
な
い
の
か
等
々

だ
。
昨
年
の
４
倍
程
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
未

組
織
で
悩
む
相
談
者
の
お

も
い
と
受
け
止
め
た
。

ろ
と
言
わ
れ
、
や
め
ろ
と

言
っ
て
や
っ
た
）
。
⑨
自

分
の
時
給
よ
り
、
新
規
募

集
の
時
給
が
高
い
。
お
か

し
く
な
い
か
。
⑩
昨
年
９

月
に
退
職
願
を
書
け
と
言

わ
れ
た
、

10
日
後
辞
め

さ
せ
ら
れ
た
。
⑪
会
社
や

社
会
を
非
難
す
る
相
談
者

の
言
い
分
。
⑫
社
長
が
パ

ワ
ハ
ラ
だ
。
新
採
も
５
人

中
２
人
が
辞
め
た
。
ど
う

対
応
す
れ
ば
よ
い
か
。
⑬

上
司
か
ら
指
示
に
従
わ
な

け
れ
ば
更
新
し
な
い
と
の

文
書
に
サ
イ
ン
し
た
。
そ

れ
は
お
か
し
く
な
い
か
。

⑭
息
子
と
２
人
暮
ら
し
の

母
親
か
ら
息
子
は
月
額
手

引
継
ぎ
会
で
は
、
旧
役

員
か
ら
各
々
感
想
が
述
べ

ら
れ
た
ほ
か
、
各
担
当
分

野
毎
に
配
席
し
て
、
新
役

員
に
活
動
の
ア
ド
バ
イ
ス

と
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
運
動
が
引

き
継
が
れ
た
。

役
員
を
退
任
さ
れ
た
方

に
も
、
次
代
を
担
う
若
者

と
し
て
、
引
き
続
き
連
合

運
動
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
よ
う
期
待
し
た
い
。

⑦
退
職
金
を

80
万
円
会

社
に
差
し
引
か
れ
た
。
⑧

（
知
り
合
い
同
士
）
会
長

と
の
言
動
（
会
長
に
や
め

役
員
引
継
ぎ
会｣

が
火
山

副
議
長
の
乾
杯
で
賑
や
か

に
始
ま
っ
た
。

全
国
一
斉
労
働
相
談

｢

な
ん
で
も
相
談
ダ
イ
ヤ

ル｣

が
２
月
５
日
か
ら
８

日
の
４
日
間
行
わ
れ
、
連

合
中
越
地
協
事
務
局
に
も

期
間
中

14
件
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
は
毎
年
こ
の
時

期
に
開
設
さ
れ
て
お
り
、

５
日
に
は
テ
レ
ビ
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
寄
せ
ら

れ
た
相
談
に
は
、
連
合
中

越
地
協
四
役
等
が
応
対
に

あ
た
っ
た
。

相
談
の
概
要
は
次
の
と

お
り
だ
。
①
障
が
い
を
秘

し
て
就
労
し
て
い
る
が
、

同
会
社
が
障
が
い
者
雇
用

を
募
集
し
て
い
る
の
で
申

し
出
よ
う
か
悩
ん
で
い

る
。
②
介
護
職
だ
が
労
働

条
件
が
ひ
ど
い
。
連
合
に

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
③
上

司
の
パ
ワ
ハ
ラ
相
談
。
④

労
災
だ
っ
た
が
、
会
社
へ

の
損
賠
賠
償
を
請
求
し
た

い
。
⑤
労
災
後
の
同
僚
間

の
損
害
賠
償
に
つ
い
て
。

⑥
タ
イ
ム
カ
ー
ド
打
電
後

夜
間
金
庫
へ
収
納
し
て
い

る
。
業
務
扱
い
で
な
い
。

ニ
オ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー｣

の
司
会
進
行
を

含
め
た
委
員
の
役
割
を
決

定
し
た
。

ま

た
、
３

月

20

日

(

木)

に
サ
ー
ク
ル
み
ず
ば

し
ょ
う
が
主
催
す
る｢

環

境
保
全
団
体
合
同
交
流

会｣

へ
の
出
席
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
地
域
循
環
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
行
う｢

給
食
残

さ
回
収｣

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
体
験
参
加
も
３
役
を

中
心
に
協
力
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
そ
の
他
、

文
化
交
流
会
を
６
月

13

日
に
行
う
こ
と
、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
を
は
じ
め
と
す

る
年
間
計
画
は
、
各
担
当

で
つ
め
て
い
く
こ
と
等
を

決
定
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

連
合
中
越
地
協
委
員
会
や

春
闘
決
起
集
会
、
第

85

回
長
岡
地
区
メ
ー
デ
ー
大

会
等
に
協
力
し
て
い
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

委
員
会
が
終
了
し
た

19
時

30
分
か
ら
は
、
こ

れ
ま
で
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員

と
し
て
活
躍
い
た
だ
い
た

旧
役
員
を
交
え
て｢

新
旧
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連
合
中
越
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
は
、
第
２
回
委

員
会
と
新
旧
役
員
引
継
ぎ
会
を
１
月
24
日(

金)
に

長
岡
市
内
で
開
催
し
、
当
面
す
る
課
題
を
審
議
し

た
。
ま
た
、
旧
役
員
か
ら
本
年
度
役
員
に
各
分
野

の
運
動
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
旧
役
員
の
労
を

ね
ぎ
ら
っ
た
。

連
合
中
越
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会

第
２
回
委
員
会
で
当
面
の
課
題
を
審
議
し
、
運
動
を
つ
な
ぐ

４
月
か
ら
消
費
税
が
５
％
か

ら
８
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
連
合
で
は
消
費
税
の

適
正
な
価
格
へ
の
転
嫁
な
ど
公

正
な
取
引
実
現
へ
向
け
た
対
応

を
図
っ
て
い
ま
す
▼
日
本
は
少

子
高
齢
化
が
進
み
、
１
９
６
５

年
当
時
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

１
人
を
現
役
世
代
約
９
人
で
支

え
る
「
胴
上
げ
」
型
の
社
会
で

し
た
が
、
近
年
で
は
現
役
世
代

３
人
弱
で
支
え
る
「
騎
馬
戦
」

型
の
社
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
２
０
５
０
年
に
は
高
齢

者
１
人
を
ほ
ぼ
１
人
の
現
役
世

代
が
支
え
る
「
肩
車
」
型
の
社

会
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
社
会
保
障
費
の
自
然
増
も

毎
年
１
兆
円
を
超
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
若
い
世
代
や

将
来
へ
の
負
担
を
考
慮
し
、

「
社
会
保
障
の
充

実
・
安

定

化
」
と
「
財
政
健
全
化
」
と
い

う
国
の
目
標
を
推
進
す
る
た
め

に
消
費
税
の
引
き
上
げ
が
決
定

さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り

で
す
▼
ま
た
、
全
世
代
対
応
型

（
給
付
・
負
担
両
面
で
、
世
代

間
の
公
平
を
確
保
）
の
社
会
保

障
制
度
へ
転
換
し
、
そ
の
制
度

の
充
実
・
安
定
を
図
る
視
点
か

ら
、
連
合
は
今
回
の
増
税
に
対

し
て
賛
成
の
立
場
を
と
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
は
、
今
後
も

政
府
の
支
出
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
や
、
国
民
が
そ
の

趣
旨
を
理
解
し
、
適
切
に
負
担

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
▼
増
税

前
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
―
特
に
流
通
各
社
は
売
価

の
設
定
や
表
示
の
変
更
、
そ
し

て
駆
け
込
み
需
要
へ
の
人
的
対

応
と
、
ま
さ
に
大
き
な
商
戦
を

控
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
責
任
が
問
わ
れ
る
な
ら

ば
、
し
っ
か
り
と
増
税
転
嫁
し

て
納
税
し
、
政
府
も
し
っ
か
り

徴
税
し
、
そ
の
使
途
に
齟
齬
の

無
い
よ
う
運
用
し
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。

議長

矢島良彦≪№137≫

 東蔵王２

全
国
一
斉
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

期
間
中
に
14
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
貝
の
口 

酒
に
ひ
た
せ
ば 

す
ぐ
開
く
）
（
上
役
が 

降
り
て
タ
ク
シ
ー 

広
さ
か
な
）
（
営
業
の 

基
本
は
誠
に 

す
み
ま
せ
ん
）
（
狭
く
て
も 

戸
建
の
証
明 

犬
を
飼
い)
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連合小千谷支部だより

１月21日（火）、小千谷市のグリンパークにて

2014年連合小千谷支部「旗開き」が開催されまし

た。

当日は来賓も含め総勢52名の参加がありまし

た。最初に石坂支部長より2014年度に向けての挨

拶がありその後、連合中越田野副議長並びに多く

の来賓の方々より御祝辞を頂き乾杯となりまし

た。

宴会の席では豪華

景品のあたる抽選会

も行なわれ大いに盛

り上がり、最後は関

口事務局長による

「三本締め」で終了

となりました。2014

年度も小千谷支部は

地域に根ざした活動

を行っていきますの

で皆様のご支援ご協

力を宜しくお願い致

します。

連合北魚沼支部だより

2月7日（金）会館「魚新」にて昨年同様、連合

北魚沼支部・労組会議合同の旗開きを開催しまし

た。

当日は、51名の参加者で賑やかに行うことがで

きました。

山本支部長の挨拶をはじめに、連合新潟中越地

域協議会 横澤副議長をはじめ、来賓の方々の挨

拶があり、まだまだ労働者、勤労者を取り巻く現

状は一向に改善しないまま厳しい状況に置かれて

いることを確認してきました。

乾杯のあと、恒例の抽選会で盛り上がりまし

た。

締めくくりは、北魚沼地区労組会議、吉田議長

の“団結ガンバロー”を、全員で唱和し、支部活

動のさらなる前進を確認してきました。


